
2025.  7.20  [日] 16:0 0  開演 (15:30  開場)

 ◆ 会場 あげつまクリニック 別館 Novalium
　  住所：愛知県豊田市今町2丁目66  

◆ 入場料：１,000円 ※小学校低学年以下のお子様はご遠慮下さい。
◆ お客様へのお願い   発熱など体調に不安のある方は、ご来場をお控え下さい。
　　　　　　　　　　　 会場内では、マスクの着用などの感染対策にご協力下さい。

豊田整形外科

支留比亜珈琲店
豊田整形外科店

→

リートデュオコンサート

『詩人の恋』

ハイネの詩による歌曲の夕べ
Liederabend
2025/07/20

Brahms
Sommerabend Op.85-1　夏の宵
Mondenschein Op.85-2　月の光

Schubert
”Schwanengesang” 『白鳥の歌』より
Der Atlas　アトラス
Ihr Bild　彼女の肖像
Das Fischermädchen　漁師の娘
Die Stadt　街
Am Meer　海辺にて
Der Doppelgänger　影法師

　Pause

Schumann
“Dichterliebe Op.48” 『詩人の恋』

Programm

「香りとは花の感情である」との格言で知られる
ハインリヒ・ハイネ（1797-1856）は、まさにドイツ
・ロマン派を代表する詩人であり、かの「歌の本」
は当時の多くの作曲家の心を魅了しました。世界
の叙情詩人の中で、ハイネは最も多くその作品に
作曲された詩人であると言えましょう。
ほとんど苦痛な程に鋭い感覚と、芸術と芸術作品
に対峙する真摯な姿勢を持ち、最も大きな苦痛か
ら一つの小さな歌が生まれる、といったハイネの
告白がそこにあります。
自らの生涯において命を捧げた2つの情熱は、女
性に対する愛と、革命に対する愛であると述べて
いたハイネですが、彼ほど愛することができ、また
憎むことができた詩人は稀でありましょう。
今回は、そんなハイネに惹かれ、その想いを響き
に描いた3人の作曲家、シューベルト、シューマン、
ブラームスの作品を取り上げます。

松山 優香

Tel：0565-25-1203  fax : 0565-25-2588
Mail: agecli.event@gmail.com

～ ハイネの詩による歌曲の夕べ ～

ピアノ：松山 優香
　　　　Yuka MATSUYAMA
ドイツ国立カールスルーエ音楽大学大学院首席修了。
「デュオの為のリート」におけるピアノ奏法をハルトムート・ヘル、白井光子両
氏のもとで学ぶ。その後ベルリンに在住。ソロ、室内楽の他主に歌手とのデュ
オを中心に、国内はもとよりヨーロッパ各地で活発な演奏活動を展開、各新聞
紙上においても高い評価を受けた。リート・ピアニストとして、日本を代表する
優れた歌手と共演を重ねる他、NHK-FM放送、ラ・フォルジュルネ、仙台クラ
ッシックフェスティバル等にも度々出演。ドイツ人バリトン歌手ウルリッ・ヴァ
ント氏とは、長年に亘りリート・デュオを組み、定期的に演奏活動を行う他、
エレナ・オブラスツォワ女史、シュテファン・ゲンツ氏等、世界的著名歌手との
共演も多い。又是迄にヒエリザベト・シュヴァルツコプフ、ジェラール・スゼー、
ローラント・ヘルマン各氏の助手も務めている。
SBC音楽祭特別伴奏者賞受賞、ミュンヘン国際音楽コンクール公式伴奏者。
イタリア/セニガリア国際ピアノコンクール審査員。近年ではドイツ/ベルリン
本拠地にて、ベルリンフィルメンバーと共演、好評を博した。日独交流１５０周
年記念演奏会公式招聘アーティスト。これまでにピアノを手塚敏子、日高正枝、
ゲルハルト・ベルゲ、ヤン・ホラーク、ハリーナ=チェルニー・ステファンスカの
各氏に師事。東京二期会ピアニストを経て、現在昭和音楽大学及び大学院、
洗足学園音楽大学大学院、名古屋芸術大学大学院各講師。

バリトン：揚妻 広隆
             Hirotaka AGETSUMA
歌手、医学博士、循環器専門医、アントロポゾフィー認定医。
愛知県立岡崎高校卒業。在学中同校コーラス部指揮者として活躍。名古屋大学
医学部在学中から声楽を故広江吉信氏に師事、鮫島有美子氏に公開レッスン
で指導を受ける。
2004年「国際アントロポゾフィー医学ゼミナール」で浅田豊氏と出会って以来、
シューベルトに傾倒。以来浅田氏とはシューベルティアーデコンサートを毎年
続け、2019年で15年目を数える。2011年から松山優香氏とリートデュオを開
催（2017年からは豊田と東京にて演奏）、シューベルト三大歌曲集、シューマ
ン、ブラームス、Ｒシュトラウス、マーラー（リュケルト歌曲）、ヴォルフ等を演奏
し好評を得ている。2019年3月にはバリトン歌手河野克典氏と3度目のジョイ
ントコンサートを開催。
「あげつまクリニック」院長として内科･循環器内科医としての診療、アントロポ
ゾフィー医療の実践という仕事の傍ら演奏活動を続け、うたうことで自らが癒
されている。


